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進め方（予定）

評価方法： 最終回の到達度確認テスト70％、授業への取組み
（毎回の講義にて提出する小課題への回答等）30％で行う。

6月13日 イントロダクション 人類の活動と地球環境問題
2050年の社会はすぐそこに

6月20日 システム思考とは？
温故知新「風が吹けば桶屋が儲かる」を学ぼう

6月27日 ライフサイクルアセスメント(LCA)とは？
7月 4日 LCAで技術や製品を評価してみよう
7月11日 情報化技術(IT)と地球環境問題 ITは善か悪か？
7月18日 都市鉱山の活用と持続社会 資源大国？ニッポン
7月25日 環境問題に対応するためのソフト／ハードなツール
8月 1日 到達度確認テスト

講義スライドは、以下のサイトに掲載
http://matsuno-lab.tu.chiba-u.ac.jp/lecture.html



http://www.env.go.jp/policy/

hakusyo/h29/index.html



地球温暖化問題に関するスライドは、下記のサイトから抜粋
全国地球温暖化防止活動推進センター： http://www.jccca.org/chart/
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諸君はどのように対応する？

今すぐできること 千葉大学生として

10年先まで

2050年まで

2100年まで



持続可能な社会

自浄可能な範囲での排出

環境負荷

図 環境基本計画における「持続可能な社会」の定義（環境省資料）

生態系の機能を維持
できる範囲での活動

不可逆的な生物
多様性の減少の回避

再生可能な資源 再生不可能な資源

他の資源で代用不可
能な場合のみ利用

再生可能な利用


